

























名古屋大学理学部 篠 原 久 典
今回,ご 縁があってΨ成4年5月 から平成5年 成る球殼状のサツカーボール構造をもつことを結
3月まで,金 研(附属新素材開発施設)の客員をさ 論づけました。この06・のサツカーボール構造の
せていただき,大 変に充実した共同研究を行なう モデルは,当 時,大 きな反響を引き起 したのです
ことができました。私はかねがね,仙 台という街 が,実 験的な制約から,実 証には到りませんで し
に魅力を感じておりました。街の規模といい,街 た。ところが,り990年になって,事態が急変した
の雰囲気といい,ま た,そ の緑の多さといい,日 ので す。マ ック スプ ラン ク研 究所 のKrats一
本の都市としては,例 外的に,整 った感じを訪れchmerと アiYゾナ大学の トluffmanらの研究
る人々に与えていると思います。英国で例えれば,グ ループは,非常に手軽で,かつ安価な方法でC、。1
東京がロントこンだとすると,仙 台はエディンバラ を多量に生成させることに成功したからです。生
(ヨー ロッパで最も美しい都市の一つ)に対応する 成方法は極めて簡単で,ヘ リウム雰囲気中で炭素
のではないでしようか。そして,東 北大といえば 棒をアーク放電 して生成したススの中にO,。が
金研を連想する人も多いと思います。それ程のス/0%程 度存在するのです。それ以後の現在までの
テータスを確立 している研究所にも拘らす,否 そC6。 分野の発展は多くの皆さんが御存知のとうり
れだからこそ,共 同研究や客員制度を積極的に取 です。ススの中にはC,。以外にも,大 きなサイズ
リ入れて,常 に研究所の活性化を計っているのだ のフレーレン(fullerene)がC,。。程度まで存在
と思います。実際に,金 研で共同研究を行うよう することが現在では解っています。
になってから,こ のことを実感しました。1くratschmerら は こ の 世 紀 の 大 発 見 を
さて,金 研では約一年間,炭 素クラスターの構Natureに 発表 しましたが,それと前後 して国際
造と電子状態の共同研究を行ないました。原子 ・ 会議で1くratschmer自身が日頭発表していま
分子のマイクロクロスヲーの中でも,特 にカーボ す。/990年9月/2Bにドイツのコンスタンツ市
ンのクラスター(C)。は重要で,最 も興味深いも のコンスタンツ大学で開催されていた 「第5回 微
のです。炭素クラスターは炭素材料としての興味 粒子と無機 クラスヲー に関す る国際会議(略称
もともかく,そ の興味の裾の広さは,他 の種類のISSPIO5)」 でのことです。この講演は,ラ イス
マイクロクラスターの追随を許しません。例えば,大 学のSmalleyが自身の特別 講演の¥分 を削 、
炭素クラスターは地球上だけでなく宇宙空間にも って,1くratschmerの飛び入りで行なわれたの
観測されています。Bedくlinらが発見 した赤外 です。実は,この会議が9月10日 に始まってから,
天体IRC+/0216近辺にはC,などの直線型炭素 コーヒーブレイクなどで"サNソカーボール型分子
クラスターが観測されています。また,実 験室でC6Gが 多量に生成されたらしい"と いう噂が流れ
は,炭素棒のレーザー蒸発で,C,。程度までの非 ていました。1くratschmerの講演の後或る者は
常に大きなサイズの炭素クラス9一 が観測されて 興奮し,或 る者は呆気にとられていたのを思い出
いるのです。 します。
1985年9月にライス大学のSmalleyとサセISSPiC5に は何人かの日本人も参加 してい
ックス大学の1く「OtOの共同研究グループは,炭 ま し た。帰 国 し て 直 ぐ に,Kratschmen一
素棒のレーザー蒸発を或る実験条件下で行うと,Huffmanの 方法でC、。を作 り始めたグループ
炭素が60個集まったC、。が異常に高い効率で生 がありました。東京都立大学のグループ(菊地,阿
成することを発見しました。彼らは,鋭 い直観と 知波)と≡重大学のグループ(斉藤 篠原)です。初




度のサイズの球殼状炭素分子の存在や・金属内包 一レン関連分子のSTM(走 査型 トンネル顕微
フレーレンと呼ばれる金属(La,Y・Scなど)を 鏡)の共 同研究 をさせていただきま した。C6。,
ケージ内に内包 したフレーレンの発見です。このC,。 はもとよりC8、のような高次プ レ_レ ンや







プ(仁科研)だったのです。仁 科研 の人達 もIS一 実験結果を見せていただいた桜井先生と研究室の


















































































、 客員教官 と して 滞在 して
















化にあたっては,生 体系特有の問題,た とえば純 には◎生体反応 を模 した物質創成に分けられ ま
度 ・微量試料 ・生理活性の維持などに加え,表 面 す。タンパク質結晶成長は◎に位置づけられ,炭
電荷 ・水との相互作用 ・巨大分子の拡散などコロ 酸カルシウム(貝殼など),アパタイト(歯など),
イド分散系とも共通する難題 を抱えることになり マグネタイト(生体磁石など)などの結晶成長は①
ます。とくに,水 を多量に含むタンパク質結晶〔Pに 位置づけられるで しよう。さらに,こ のような
の溶質の間の相互作用は,分 子表面の局所的 ・特 生体結晶は,高 度に秩序だった生合成系の中で,
異的な場所で行なわれるため,固 液界面における 特異な形態と特性を持って成長 しています。たと
溶質の格子位置へのとりこみにさいして,対 流な えば,歯 の硬組織では,分 化 した細胞が分秘する
どのわすかな優乱が影響を与えると言われていま 有機物質の誘導により,結 晶の形状や大きさが秩(
す。したがいまして,微 小重力状態の利用も含め 序的に定められます。バクテリア中におけるマグ
て,「タンパク質の結晶化」のみを主題にする国際 ネタイトの成長も同様です。 したがって,分 子生
会議が/985年から隔年で開かれるほどに,人々の 物学的手法も動員 してその成長メカニズムを解く
関心を集めるわけであります。 ことによって,従 来の工学的方法とは異なる材料
小松先生や私 どもは,結 晶成長の視点からこの 合成法が見つかるかもしれません。もちろん,生
問題にアプローチするため,成 長一溶解の微視的 体系は孤立系かつ自律系であり,そ こに人工制御















































































































































P9,pptレベ ル の 定 量
代表者 広 川 吉 之 助
1,は じめに3.成 果ならびにまとめ
現在微量分析の分野ではf9(/0-158)とかagり の報告で佐伯により科学技術進歩に対する予
(10-18g),DptとかPPQの 表現が出現するよう 測(科学技術庁)アンケート結果が紹介され,金 属
になっ た。金属分析 の分野 でもサブ μ9以下,中opbレ ベルの非金属元素分析が機器化,実 用
DDbレベルの定量がごく普通となりつつある。し 化される年代はおおよそ2003年前後,超高純度金
かし鉄,非 鉄を通じて金属中の非金属分析に対し 属の製造が工業化するのは2005年前後などとの
ては要望があるにもかかわらす,ま だそのレベル 話があり,予 測が的中するか否かは,こ れからの
の定量には多大の難問が存在 している。非金属元 研究成果にかかわっていることが明 らかにされ(
素の内,空 気中に多量存在 し,し かも比較的反応 た。2の報告で広川は昭和20年代から実用化され
性に富む酸素の超微量分析の問題点を明らかにす た各種金属中酸素分析法に対し,がス抽出,測定,
るため,酸 素の分析を主とし,上の名称でワーク 問題点について紹介した。3以 降の報告は実際の
ショ・ソプを開催 した。 問題点の発表,討論である。3として稲本により,
2.ワークショップ報告 これまで鉄鋼分野で酸素分析を実施するための必
ワークシ ョップ は/993年4月22日(木)/3時 要な標準試料中の酸素分析法について報告がなさ
30分より各講演時閤約30分前後,会 場は金属材 れ,この20年間ほど過去3回 にわたる共同実験の
料研究所3号 館会議室で次ぎのプログラ▲によ 結果,そ のなかの酸素含有量と再現性の問題 さ
り,開催された。 らに近年では微量酸素の分析が要求され,そ の場
1:挨拶(新 日鉄)佐伯 正夫 合には表面吸着酸素などの汚染を考慮せざるを得








(三菱マ)野村 紘一 この程度の高純度試料となると,分 析前の表面処
6:金属中極微量酸素分析装置の応用例と問題点 理方法が結果に大きな影響を与えていることが野
(LECO)森本 行俊,(堀場)伴 弘一 村により具体的に示され,さ らに中村により脱が
7:非鉄金属中の微量硫黄の分析 ス状態に対する補足説明が行われた。6は がス分













界3.5D【⊃bを得たこと,またイオンクロマ トグラ とした説明があり,今 回のワークショップを終了







東北大金研 小 林 典 男
1.は じめに 稟北大金研 岩崎 秀夫
酸化物高温超伝導体の超伝導状態の物性には著4.超 伝導多層膜の臨界電流と次元性
しい異常はなく,従 来の超伝導理論の範田壽で理解 干葉大理 野島 勉
されるといわれていたが,最 近,磁 場のある混合5.C>D-YBOO膜 における磁束ピニングの次
状態で数多くの興味深い現象が見いだされ,高 温 元性クロスオーバー効果
超伝導発現のメカニズ▲ばかりでなく,現 象論に 東北大金研 淡路 智
関しても,1日来の超伝導理論の見直 しが魁、要なの 昼食
ではないかと考えられている。本ワークショツプ 座長 渡辺 和雄(東北大金研)
では,混 合状態の性質に関して,特 に輸送現象の6.臨 界電流の角度依存性からみた磁束ピニング
lk異 方性やピニング現象との関連において,酸 化物 の異方性
高温超伝導体の磁束状態の性質を明らかにするこ 九大理 深見 武
とを[ヨ的として開催 した。7 .エ ピタキシャルBi、Sr、Oa,Ou,O、薄膜の臨
2.ワークシ ョップ報告 界電流密度の温度 ・磁束依存il生と磁界ピン力密
本ワークショップは,平成5年5月24日(月)り0度 のスケール則
時から/ア時まで金属材料研究所講堂において約 電総研 山崎 裕文
50名の参加者のもとに以下のようなプログラム8 .比 較的ピンが弱い場合の磁束バンドルサイズ
で開催された。 九工大情報工 松下 照男
/.挨拶 東北大金研 小林 典男 休憩
座長 小林 典男(東 北大金研)座 長 松下 照男(九工大情報工)
2.Bi系高温超伝導線材の臨界電流9 .磁束の運動の計算機シミュレーション
秋田大物質工 求田 明彦 名工大 榎本 美久
3.Yi-・Pr。Ba・Cu・Oy膜の異方性と磁束ピニ/0 .時間依存GL方 程式に基づく磁束構造の理論
ンプ 名大工 加藤 龍蔵
一11一
M.乱 れた界面を持つ多層膜超伝導体のH、2や 磁化の履歴を計算した。この様なシュミレーシ
東北大金研 小山 富男 ヨンの手法は実験では見逃 している現象やミクロ
3.成 果 な動きをも明確にし大変興味深いものであった。
酸化物高温超伝導体の異方的な輸送現象を中心 また,小 山は多層膜超伝導の研究をさらに発展さ




は,Y系 酸化物超伝導体にPr添 加を行い,Pr4.ま とめ
濃度とともに異方性の比が増大し,二 次元性が増 本ワークショップでは,遠 方からの参加者が多
大すること,ま たPr添 加によってはピニングカ 〈発表件数は少なかったものの充実したものであ
の増大は観測されないことを報告 した。ただ し二 った。次元交差の問題 あるいは新 しい手法によ
次元性の増加に関してはOUOチ エインの酸素の る研究など今後の発展が期待される。本ワークシ ー
問題が指摘された。一瓦 臨界電流の次元ク[コス ヨップに続いて酸化物高温超伝導における混合状 〔
オーバー現象が様々な物質で観測 されている。淡 態の研究を行っている研究者を中心に松島でミニ
路らは,C>D-YBCO膜 で2つ のタイプの臨界 シンポジウムを開催 した。ミニシンポジウムでは
電流の温度 ・磁場依存性を観測し,2Dピ ニング 混合状態の相図の問題に関して白熱した討論が行



























人 事 異 動
(/993.3～1993.7)
転出及び退職
氏 名 年 月 日 転 出 先
申 川 康 昭1993,3.3/定 年 退職
山 田 玄 彦 り993.3.3/定 年 退職
諸 井 一 利 り993.3.3/定 年 退職
ホ公 本 昇/1993.3.3/定 年 退耳哉
星 彰/993,3.3り 定年 退職1
( 佐 藤 卓1993
.3.3り 定年 退職
佐 藤 美智子1993.3.3/定 年 退職
神 山 博1993.3,31辞 職
木公 本 言兼 典1993.3.31辞 職
森 田 博 昭 り993.4.1山 形大学 工 学部
梶 谷 剛/993.4.1東 北大学 工 学部




氏 名 年 月 日 官 職 部 門 等
(C三 谷 誠 司/993.4.4助 手 磁性材料学
中 田 俊 隆/993.4.'i助 手 結晶物理学
張 涛1993.4./助 手 非平衡物質工学
李 丙 澤1993.4,/助 手 不定比化合物物性学
河 村 能 人1993.4./助 手 溶解凝固制御工学
高 橋 学1993.4,/助 手 合金設計制御工学





世 良 正 文/993.7./助 教 授 低温物理学
王 向 東 り993.7.り 助 手 回折結晶学
一13一
平成5年度 東北大学金属材料研究所 研究会 採択一覧
警 研 究 会 の 名 称 氏 代 名表所属㌔ 職 離 予 定 鯛 連朧
93-/強醐 こおける物性研究の展望 ∋甫 登 聯 灘5.6.dO-5.6.1/2醐 木戸 鞭
93-2藩 ノチN)Pな鋸 的化舗 のフェノレ 損 惇睦 聾 講5.7./-5.7.22E]P・9翻 直樹
93-3衝撃波と固体物質との相互作用 近藤 建一 離 議 謡 議5.7.t5～5.ア.162日悶 庄野 安彦
93-4鯛 下〔こある材*Nepのヘリウムと水素9B莇 窒繍 灘5、11.1/--5.11.り22醐松井 秀樹
93-5嚥 簿 シャ/レ制征日鑛 とその物醗 柵 正三 翻 蘂 理5.11A5-5.11.162日肛 灘 一郎
93-6ナ購 造aS・物理と化学 近藤1呆 墨憲姦塞理5.a1.25-5.り1.262日間 ノII添辟
93-7グリーンマテリア/レ 石m達 雄 醤 蕪5.り り.29-5.牲302日間 橋本 功一(
93-8是謁 姦 ム1こよる麺 原孔 べ/レ測 服 麗 遜 蕪 工5./2A6-5./2.G72E]P・S山願 衛
※開催期間は変更することがある。
平成5年 度 東北大学金属材料研究所 ワークショップ 採択一覧
難 ワ ー ク シ ョ ッ プ の 名 称 官 ㌔ ∴ 者 名 離 綻 嗣
93-1【⊃9、【⊃ot一レベルの定量 教 授 広川吉之助5.4.22/日 間
93-2酸化物高温超伝導体の磁束状態 教 授 小林 典男5.6.3～5.6.42E]間
93-3シリコン[Pの成長欠陥と酸素析出 教 授 角野 浩二5.6.24～5.6.252日 間
93-4金属 ・半導体表面の反応素週程の動的観察 助 教 授 橋詰 富博5.6.28～5.6.292日 間
93-5グラニュラーマテリアルの構造と物性 助 教 授 隅山 兼治5.7.d5～5.ア./62日 間
93-6帖 子噺 の欄 麟 研究への応用 教 授 岨 泰男5.9.ア ～5.9.82日 間(
93-7セラミック材料におけるナノ構造制御とその特性 教 授 平井 敏雄5、10./1日 間
93-8種々の環境下におけるステップ移動様式 教 授 小松 啓5.10.ア～5.㈲.82日 間
93-9材料の機能性に関わる水素の挙動 助 教 授 青木 清5.10.28～5.10,292Eヨ間
93-/0MXchain錯体の電子素励起 助 教 授 黒EB規 敬5.11.8～5.M.92日 間








研 究 代 表 者 所 内 研 究 者
番 号 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
93一り01高圧下の結晶成長 東 大 ・物 性 研 八木 健彦 小松研 小松 啓
`(g3引02生 体高分子の結晶成長機構の解明 広大 ・生物生産 佐藤 清隆yy小 松 啓
93-/03轟露 畿びFZ法1こよるBi系超伝導酸化騨 岩 手 大 ・鞘 重松 飼 ・ノ 林 成行
93-/04拡散場中でのステップの挙動と結晶成長 名 大 ・教 養 上羽 牧夫 〃 宮下 哲
93-/05翻酷 タキ洲 こより作製したGa喘 轟 名 大 ・工 輔 和政 〃1」 、松 啓
93-/06尿路結石の成長抑制機構に関する研究 徳島大・総合科学 小藤 吉郎 刀 小松 啓
93-1・7編無 層状鋸 問化合伽 圧力'腸 秀齪 転 東北学院大 ・工 鹿又 武 中川研 金子畝 郎
93-108RZn2(R:希土類)単結晶の磁性 九 州 工 大 ・工 北井 哲夫yy金 子武次郎
93-/09強相関電子系磁性体の強磁場下相転移の研究 電 総 研 伊賀 文俊yy木P義 勇
93-MeNIAs型化合物の強磁場 ・高圧下の研究 東 北 大 ・教 養 上村 孝 刀 金子武次郎
93-111藻鋸 カルコゲン化合物の異瓢 抗への励A戸 工 大 畑 悟 ・ 金子武糊
93-112AuMn2の磁性 東北大 ・素工研 松本 實]]金 子武次郎
(e93'113MEM(T。NQ)・磁 場下〔こ塑 る瀟 外胱 東 理 大'理 長坂 啓吾"木 戸 鞭
93-114籔芝藷 蜘 計 の繭 転移[こヌyする圧力な 獅 大・肛 晒 修一郎 ・ 金子武矧
93-G15繕里講 轟 ト型Mn鋸 蹴 合伽 磁気価 更北学院大 ・工 肥 齪 ・・fi{i・武矧
93-//6あ麗n1型希獺 『鉄族胎 物とそ膣 素化物 軌 学院大 ・工 後藤 隆夫 ・ 金子武次郎
93-//7離灘 額 導隔 衡 ジカルをもちいた分強 東 北 大 ・理 大塩 寛紀 ノ 茂木 巌
93-//8擬一元ラーベス相化合物の遍歴電子メタ磁性 岐 阜 大 ・教 養 山田 鋳二 刀 木戸 義勇
酬 螺 露 駕 藻 楚による金嗣 イ給 物中の第三兀 京 大 ・工 沼倉 宏 桜畑 宝野 和†専
93-/2・撃 罷 藷 怠銃 副 こお〔tる耀 成航 素の 長 崎 大 歯 錨 蕪 ・ノ 宝購 ロ†専
9釧2幅 畿 瀬 ノレ胱 法を用いた表醜 子波の散乱に 京 大 ・工 酒井 明 〃 桜井 利夫
93-a22葬査トン礼 顕微鏡1こお〔tる翻 蒸発[こ関する研 大阪府亘柵 科 坂田 甦 ・ 桝 利夫
93-A23Fl-STMを用いたK/Si表 面電子構造の解析 筑波大 ・物質工 重川 秀実 刀 桜井 利夫
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所 属 氏 名 研究室 氏 名
93-/24円一STMに よる高分子の表面 ・界面物性の研究 東 大 ・工 西 敏夫 桜井研 桜井 利夫
93-/25撚離 言繹 轟 ンパク1こついて・走査トンネ 東 大 ・医 剛1誰 ノ 桝 利夫
93引26鋼の拡散相変態界面における合金元素の化学平衡 茨 城 大 ・工 榎本 正人 刀 桜井 利夫
93-/2ア夢 トンネ/レ顕微鏡iこよるSiウェーハ表面oen阪 大 ・工 森 難 〃 桜井 利夫ぽ
93-/28㍊藷 緬 こおけるエピタキシヤ城 長棚 過 名 大 ・工 漕 彪彦 〃 桜井 利夫
93-/29酸化物高温超伝導体の熱的輸送現象と散乱機構 岩 手 大 ・工 能登 宏七 小林研 小林 典男
93-/30艮騙 栴TTF系 磯 超構 体の超音瀾 定[こ岩 手 大 ・工 吉澤 正人 繍 丹 艶 直即
9♂13煙露 難 場下の2>R・ii電孫 の量子ボーりし効果 学習院大 ・馴1[路 紳治 ノ 顯 哲郎
93-132三元新Mn(FeGa)asの磁陛 舗 工大 ウ エ 堀 富栄 壕 帰 山□ 糊
93-133酸化物磁性体に現れるいくつかの整合型磁気相 東 理 大 ・理 桃沢 信幸 刀 山口 泰男
93-134P電子磁性体の研究 愛 媛 大 ・工 冨吉 昇 刀 山口 泰男
93-135Feu3NbX、(X=S、Se)の低温中性子回折 筑 波 大 ・物 理 鈴木 隆司y]山 □ 泰男
93-136立方晶Sm金 属間化合物の磁性と伝導性 流 球 大 ・理 矢ケ崎克馬 刀 阿部 峻也
93-137藤トポグラ兀 よる磯 編 中飲 陥の輔 横浜献 ・姫 幅 謙一 解 研 解 浩=
93-138半導体単結晶における転位構造の生成 岩 手 大 ・工 今井 和郎y]角 野 浩二
93-139Si中のF=e-Bペアの挙動に関する研究 九 大 ・工 中島 寛 〃 末澤 正志
93一り40ポーラス ・シリコンの局所発光分析 九州工大 ・情工 西谷 龍介 〃 角野 浩二
93-141低次元シリコンの光 ・電子特性 東北大 ・反応研 松田 実yy角 野 浩二
(
93引42高圧下馨価半導体の金属相の理論的研究 岩 手 大 ・人 文 進藤 浩Hl添 研 大野かおる
93-143表面融解と趣微粒子の融解に関する理論的研究 岩 手 大 ・工 長谷川正之 刀 大野かおる
93-144磁性体におけるランダム性の効果 東京都立大 ・理 岡部 豊y/大 野かおる
93-145生体情報の波形及び時系列解析 東北学院大・教養 木戸 眞美 刀 川添 良幸
93-146細彌 造を持つ粘螂 物の陽電硝 滅1こよる研究 新 潟 大・理 ±S曲 騒 帰 長谷III獅
93-14ア沓吊 簾 灘 騰 螺 蕪 醸 ミックスの 九大 ・励 研 翫 英一 〃 崔暑III羅璽
93-14SIXZ.キシヤ帳 界面のイオンチヤネリングiこよ 京 大 ・工 厳 麗 〃 山口 貞衛
93-149金属一半導体界面の微細構造に関する研究 京 大 ・工 奥 健夫 〃 山□ 貞衛
93-150麗轟踪 δ雛 鴇 黙 鍵 催鷲 撫 過程 京大 ・原子 炉 蘇 駈 〃 長谷)11雅幸
9」15幌BS法[こよる窒素繊 翔 炭素人工格猴 の研 京 大 ・理 軸 貝U昭 〃 山□ 繭
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93-152趾召顕;び 単結晶下ttetの翻 鋸 鯖 膜 東北大 ・鞭 畑 朝 鵡)器 山□ 貞衛
93-153編魏 蚤 響 莫鯛 フェライト鋼oep性子 金 材 研 阿編 撹 松井研 松井 翻
9鉦15犠属間化舗 複胎 金の高温クリrm7elこ関する研 舗 工 大・工 燗 正久 ・y穰 靖議
93-155諜癩 ン照射した鋸 中のへIYウ▲の勤 こ関 東 大・工 香山 晃 〃 松井 秀樹
93-456謎雫錫 鮪 瀞 混頷 子イ而臼金錯1本硫酸塩の 東 大 ・教 養 松下 信之1二科研 羅 囎
93-15耀蛮 覚 頭ll一VI族化合雛 躰 のフオト 東北大 ・素珊 一色 実 ・ノ1一 科雄一郎
r.93-158水素結合結晶における高圧ラマン散乱 東 大 ・理 十倉 好紀 〃 黒田 規敬
9舗 聴 翻 験 る鋸'鍮 のアモ/レファス版 応 山 形 大 ・教 顯 難 鈴柵 鈴本 講
93-/6・娚 講 欝化舗 からの編 析出[こ及ぼす機棚 慶応 大・理工 仙名 保 ノ ㌫ 調
93一り61翫 薦 鑑 繍 斐{麟蹴 謙Fe「m「on熊 本 大・獺 臨 殖 〃 隅山 兼治
93-/62籠議 鑓 鶉 翻 機朧 鰻/ヒ舗 ガラスの 大肛 技謙 所 繊 貝U正 ノ 鈴本 調
93-/63Sic系アモルファス繊維の構造 大阪府立大 ・工 岡村 清人 〃 鈴木 謙爾
93-/64非晶質物質の動的構造の研究 神 戸 大 ・理 新井 正敏 刀 鈴木 謙爾
93-165アモルファスCe合 金の熱電能 富 山 大 ・理 桜井 醇児 刀 隅〕」 兼治
93-166雄ジウU一マグネシア錦 強lt合金1こ関する研 東 北 大 ・工 服 学 ・y鈴 木 調
93-167瞠酸塩ガラスのガラス転移点近傍における動的構 北 大 ・理 加美山 隆]」 鈴木 謙爾迫
93-168非晶質高濃度近藤系の核磁気共鳴 徳 島 大 ・工 大野 隆 〃 鈴木 謙爾
93-169≠翫 召搬 尾農 罐 盤 創 ノしコゲンSSの新 潟 薬 大 柿沼 醜y]鈴 木 言禰
(t:・
93-1ア0希土類磁性超伝導化合物の低温比熱 東 北 大 ・工 深道 和明 〃 鈴木 謙爾
93-17/議類飴 酸化物1こよるasの表酪 質礪 する 北 大 ・工 鋸 英隆 橋本石騰 本 功二
93-1ア2ゾルーゲル法による耐食性皮膜形成に関する研究 阪 大 ・工 柴田 俊夫y]橋 本 功二
93-173讐鉾 騨 極麺 胱 学的キヤラクタリti一名 工 大 ・工 燗 齪 ノノ 橋本 功二
93弓ア4フッ化物溶液中における材料の局部腐食特性 中国工技試験所 西村 六郎 刀 橋本 功二
9斜7嘱 ロン分鯛 アモノレファス合金の開発醐 する研 九肛 技謙 所 斉藤 明夫 ・ 橋本 功二
93-/ア6籠2講馨鞭 よび含鋸 膜被覆による耐食性 北 大・工 羅eigノ ノ 駆 功二
93-/ア7聰蕪 膜と透勘 素の反鮪 よびその翻 醸 岩 手 大・工 八代1ニ ノ 橋本m=
9釧7噌 蘭}嬉 レ勢 嬉 鶉 離 り/乍製したFe一 姫肛 大・工 山崎 徹 〃 邸 功二
9卸 曝 購 蕪 論 礫 欝 膜の安定性と半導舳 細 大 ・鋤 原 基 ・ 橋本 功ニ
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93-180シリサイドのアノード酸化挙動 慶 応 大 ・理 清水 健一 橋本研 橋本 功_
93一り81籠潔 囎 駈暫 法による鋸 一TiN系ガ 結 姫路工 大・工 鵬 徹 庄鼎 螂 安彦
93-/82高結晶性黒鉛のユゴニオ測定 無 機 材 研 関根 利守yy庄 野 安彦
93-/83TIを含む非鋼系酸化物超伝導体の探索 青山学院大 ・理 秋光 純 刀 庄野 安彦
93-/84衝撃圧縮がラスの生成とその構造 金沢大・自然科学 奥野 正幸 〃 庄野 安彦
93-/85衝突脱がスに関する実験的研究 東 大 ・理 比屋根 肇 〃 庄野 安彦
93-186金属qコにおける非金属元素の体積と圧縮特性qコ 央 大 ・理 工 深井 有 〃 庄野 安彦e ,
93-187欝籠 究 繍 ナイト反鯨 形/反磁 結の基 東 大 ・工 相澤 龍彦 ・ノ 庄里予 賜
93-188Bi系超伝導体T。の微細構造依存性 山 形 大 ・工 神戸 士郎 刀 庄野 安彦
93-189テクト珪酸塩の圧力誘起相転移の分光学的研究 埼 玉 大 ・理 森岡 義幸 〃 庄野 安彦
93-190鯖慧論 系アモ1レファス合金箔の螺 透甜 こ 化 技 研 臓 畝 躰 研 躰 健
93判9橿誌 スmaアモ/レファス合金を原料とする触 鹿脂 大 ・工 高橋 瀬 〃t曽 本 健
93-192野鯛 法1こよる制振合金の離 能化燗 する研 剰b大 ・工 醒 泰文 〃 躰 健
9}19噛力二n」LVyロイング{こよる新素材開発と材轍 防 蹴 学 校 木村 †S・・ 増本{建
93-494急冷凝固Tl-Pd-Ni合金の相変態 東北大 ・素工研 松本 實 刀 青木 清
93一り95径駆 パN)"iS)法によるN幽 ピ物胎 成と甑 特 鰯 工縞 専 鉢 建二 欝 研 難 離
93-/96人工糖 膜超薦 体の翻 翻1こ関する研究 岩 手 大 ・工 翻 學 ノ 灘 驚
9釧9嶢 圧下{こおける鋸 人工擶 の繭 抵拗 果の測 躰 大 ・鞭 臨 殖 ノ 麟 蔽
㈱ 磯 募耀 ルコーゲン1ヒ蹴 高r±"as横浜跡 ・工 禅 素英yy吉 田 肇(
93-/99単原子層制御人工格子多層膜の界面反応と磁性 岩 手 大 ・工 中嶋 英雄 刀 藤森 啓安
93-20・甜 高圧翻 法[こよるZnSe単編 の献 岡山蹴 ・理 大森 健三 融 研 喬畢 鶉
93-20/化合物半導体結晶の欠陥と光学的評価 長 岡 技 大 ・工 飯田 誠之 刀 福田 承生
93-202離騰 鍵 講 茗議yト ・ぺ巳刀 カイト 金 材 研 臆 充典 〃 細 甦
93-203新自己高調波結晶のレーザー評価 阪 大 ・工 佐々木孝友 刀 福田 承生
93-2・4鞠議靭 輪 晶の高品1立化【こ関する材糊 九 大 ・工 蘭 則幸 ・ 細 甦
93-205属魁%臨 瀟 躇 元素)の単結晶散 結晶 東 大 ・理 堀内 弘之 ・ rem灘
93-206新機能光学結晶育成技術の研究 電 総 研 大西 紀男 刀 福田 承生
93-20ア金属系化合物の結晶育成に関する研究 阪 大 ・工 大中 逸雄 刀 福田 承生
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93-208コーフー、ソド材料の機械的特性とその評価 琉 球 大 ・工 銘メ1」春栄 平井研 平井 敏雄
93-20螺舞9募 鶉 隷 轍 物超電導薄膜の舗 と超 山 形 大 ・工 鵡 劃 ・ 平井 麟
93-210編錨 と編 騰iピN　 C複舗 粉末の高 湘 南 工 科 大 天野 忠B召 〃 平井 麟
93-21/験を含asuea酸化物強講 体薄膜の電気光学的 炉 工大 ・工 増田陽一良B・・ 平井 麟
93-2/2籠ll4召歪粉 冥刃 ポIYマーを前馬区体とした機 軌 大 ・反応研 松田 実 ・/Pt#麟
93-2/3シリコン基セラミックスの高温酸化 菓 北 大 ・二[井口 泰孝 〃 平井 敏雄
19」2/嘱 モルファス合金の急速加熱下の鞠 こ関する研 蘇 大 ・工 早乙嫌 典 井上研 井上 明久
93-2/5鋸扁 纏 颪 墾 韓 識 給 金防 ける非 熊 本 大・工 醐 稔 〃 井上 明久
93-216ア1しミニウム基準結晶の超塑性に関する基礎研究 大阪府立大 ・工 東 健司 〃 井上 明久
93-217墓壽 あ蕎盒 蕪 擁 カーsekAl-N{系ガ 結E-,JNINI大・雛 杉本 公一 ・ノnt明 久
93-2/8アモルファス合金の高温酸化週程の解析 秋 田 大 ・鉱 山 品田 豊 刀 井上 明久
93-219蟹で囲まれたナノ準綿 の生成とそ磯 棚 棚 大 ・erALD灘 充 〃 井上 明久
93-220縫離 るつぼ翻 法[こよるLa基合鎌 体の 姫 肛 大 ・工 山崎 徹 〃 井上 明久
93-221アルミニウム合金の表面改質に関する研究 秋 田 大 ・鉱Ln田 上 道弘 花[ヨ研 花田 修治
93-222謎襲 饗 杢譜 耀 誰 擁翻 異した高 謎 誼 翻 木村 晃彦 ・・ 諦 隆幸
93-223Ni,Alの高温強度特姓の改善 岩 手 大 ・工 干葉 晶彦 〃 花田ll多治
93-224LI、型金属悶化合物の高温変形と転位組織 宮 城 高 専 吉田 光彦 〃 高杉 隆幸
93-225Bi系高温超伝導材料の臨界電流密度と組織 秋 田 大 ・鉱 山 永田 明彦yy花Eヨ 修治1〈'
93-226鉄合金の一次相転移過程のHREMに よる研究 阪 大 ・基 礎 工 大嶋隆一郎 平賀研 平賀 費二
93-227金蒸着薄膜の初期構造について(Il)東 北 工 大 ・工 大塚 康邦 〃 平賀 費二
93-228高分解能電子顕微によるNi3Al中の転位観察 岩 手 大 ・工 千葉 晶彦 刀 平賀 費二
93-229金属/セラミ・yクス界面の高分解能顕微鏡観察 東 大 ・先 端 研 佐々木 元 刀 平賀 賢二
93-230遷i移金属Laves相構造中の欠陥とその挙動 広 島 大 ・理 北野 保行yy平 賀 賢=
93-231規則格子型準結晶の構造研究 名 大 ・教 養 石政 勉]]平 賀 賢二
93-232轟i謬}『状謙 合鋤R亦 目変態1こともなう電子 阪 大 ・産 研q・Nm・ ・ 轄X
93-233翻合成し劒 胴 セラミックスの離1こ関する 阪 大 ・工 佐分利罐 〃 平賀 賢二
93-234難蕪 温超f云導体の轍 元素イか 騰 と酸素 東 北 大 ・工 謡 好民 広111研広帖 勘
一19一
研 究 代 表 者 所 外 研 究 者(代表)
番 号 研 究 題 目
研究室 氏 名 所 属 氏 名
93-3・傾 温超1講体傭 子構造と超1云導特性の理甜 研V柵 立木 昌 名 大 ・工 前」ll樋
93-3・2嚢温超{云導体1こおけるキャリアードー磯 構の研 ・ 跡 昌 静岡大 ・電珊 罰 甦
93-303超伝導酸化物単結晶育成の研究 小松研 林 成行 東 北 大 ・工 越後谷淳一
93-304半導体表面のアルカリ金属吸着系の基礎研究 桜井研 桜井 利夫 東 大 ・物 性 研 寺倉 清之
93-305Si中の酸素の集合週程に及ぼす酸素濃度の影響 角野研 角野 浩二 金 沢 大 ・教 養 馬替 敏治
93-306マイクロクラスタ 一ーの構造安定性 川添研lll添 良幸 姫 路 工 大 ・理 菅野 暁
93-3・ア 勢 うクラスターのコンピューターシミュレー 〃 川添 良幸 東 大 ・理 近藤 保(
93-3・8鰯ヨ診菖禦 鰹 彗 騨 警皇否イド形成 ノ 川添 匪 青 森 殖 大 神山 博
93-3・9各種炭素材料の照騰 の研究 毒)器 山□ 貞衛 核 融 合 研 細 鞘
93-310イオン注入した無機物結晶のイオンビーム解析 〃 山□ 貞衛 原 研 楢本 洋
9♂31嵯『位測定法[こよる超欄 子の表面決定成分の同 庄蜘 香」ll8宏山形大 ・擁 縣 隔
93-312準結晶の構造解析に関する研究 増本研 増本 健 無 機 材 研 山本 昭=






































































93-018マ イ ク ロ 波 プ ラ ズ マCVD法 を 用 い た 染 野 義 博 ・ 佐 々 木 眞 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会 学


























































































































(1,93-051炭 酸 基 を 含 む 新 し い 酸 化 物 超 伝 導 体 山 根 久 典 ・ 宮 崎 譲 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金40'










































93-063液体 急 冷Nd-Fe-B合金 の 磁 気 特 性 に 及 ぼ す 崔 判 圭 ・ 井 野 博 満 日本 金 属 学 会 誌56
c,A1,si添 加 の 効 果 木 戸 義 勇(1992),952-959
93-064二相 構 造 を 有 す るFe-N膜 の 軟 磁 気 特 性 藤 井 重 男 ・ 大 沼 繁 弘 日本 応 用 磁 気 学 会 誌17
i藤 森 啓 安 ・ 増 本 健(1993),333-338
」
93-065高周波インダクタ用CoNbZr薄膜の磁化挙動 野瀬 正照 ・ 三寺 正雄 日本応用磁気学会誌17
白川 究 ・ 木村 卓也(1993),247-252
増本 健 ・ 藤森 啓安




93-067Fe-Co-RE(RE:希土類金属)系DC3極スパ ッタ 嶋 敏之 ・ 潟岡 教行 日本応用磁気学会誌17
膜の磁歪および磁気特性 藤森 啓安(1993),237-240
93-068複合異方性多層膜の高周波特性 菅原 英州'山 ロ ー幸 日本応用磁気学会誌17
松本 文夫 ・ 藤森 啓安(1993),381-384
増本 健

























































































93-091メ カ ニ カ ル ア ロ イ ン グ 法 に よ るFe-TiNナ ノ 山 崎 徹 ・ 荻 野 喜 清 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金40
結 晶 複 合 粉 末 の 作 製 と 衝 撃 固 化 成 形 王 文 飛 ・ 福 岡 清 人(1993),324-327



















































































93-115回 転 円 錐 体 へ の 合 金 液 滴 高 圧 ガ ス 吹 き 付 け に 井 上 明 久 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金40
よ る 非 晶 質 合 金 粉 の 製 造 に 関 す る 研 究(1993),347-354
93-116ア モ ル フ ァ ス 合 金 の 微 細 成 形 井 上 明 久 ・ 早 乙 女 康 典 金 属63(1993),




93-118高 抵 抗Fe-BN膜 に お け る 成 膜 条 件 と 磁 気 特 古 川 伸 治 ・ 大 沼 繁 弘 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌17
()性 の 関 係 松 本 文 夫 ・ 藤 森 啓 安(1993),339-344
増 本 健
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番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
93-144DynamicActivityofDislocationsinYonenagaI.andSuminoK.J.ApP1.Phys.,73
GalliumPhosphide(1993),1681-1685
93-145企業 の 研 究 所 か ら大 学 の 研 究 所 に転 身 し て 福 田 承 生 日 本 結 晶 成 長 学 会 誌19
(1992),261-262
93-146酸化 物 単 結 晶 作 成 に お け る 内 部 輻 射 岡 野 泰 則 ・ 福 田 承 生 日 本 結 晶 成 長 学 会 誌19





















































93-162パ ラ レ ル ラ イ ン を 用 い た 高 周 波 透 磁 率 測 定 木 村 卓 也 ・ 三 寺 正 雄 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌17
寺 坂 正 二 ・ 野 瀬 正 照(1993),497-502
松 本 文 夫 ・ 松 木 英 敏





























































93-180電 解 イ オ ン ー 走 査 ト ン ネ ル 顕 微 鏡 桜 井 利 夫 ・ 橋 詰 富 博 日 本 物 理 学 会 誌47
(1992),34-40
93-181走 査 ト ン ネ ル 顕 微 鏡 に よ るSi表 面 の 観 察 桜 井 利 夫 ・ 橋 詰 富 博 表 面 新 物 質 と エ ピ タ ク
シ ー,日 本 物 理 学 会 編,
培 風 館,(1992),92-104
93-182シ リ コ ン 表 面 上 の ア ル カ リ 金 属 吸 着 相 桜 井 利 夫 ・ 橋 詰 富 博 固 体 衰 面 の 物 理 一 表 面 新
西 敏 失 ・ 神 谷 格 物 質 相 一,吉 森 昭 夫 他 編
















93-187ア モ ル フ ァ ス 合 金 の 化 学 的 性 質 と そ の 応 用 浅 見 勝 彦 大 学 ・高 専 ・公 設 試 験 研
究 機 関 の 研 究 情 報3
(1993),16-17
93-188ゾ ル ・ゲ ル 法 に よ り316ス テ ン レ ス 鋼 上 に 作 王 穎 ・ 秋 山 英 二 材 料 と 環 境42
製 し た ア ル ミ ナ 被 覆 の 保 護 性 幅 崎 浩 樹 ・ 川 嶋 朝 日(1993),158-165
浅 見 勝 彦 ・ 橋 本 功 ニ
ー37一




































93-199表 面 分 析 の 原 理 と 二,三 の 具 体 例 浅 見 勝 彦 溶 接 学 会 誌62
(1993),78-83
-38一















93-204高 圧 下 で の 磁 気 光 効 果 測 定 黒 田 規 敬 日 本 物 理 学 会 誌47
(1992),974-980
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